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1.  平成22年9月期第1四半期の連結業績（平成21年10月1日～平成21年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年9月期第1四半期 1,003 △18.9 47 △21.5 55 △6.2 38 △3.8
21年9月期第1四半期 1,237 ― 60 ― 59 ― 39 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年9月期第1四半期 3.82 ―
21年9月期第1四半期 3.97 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年9月期第1四半期 3,832 1,702 44.4 170.86
21年9月期 3,964 1,675 42.3 168.12

（参考） 自己資本   22年9月期第1四半期  1,702百万円 21年9月期  1,675百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無   

1株当たり配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年9月期 ― ― ― 0.00 0.00
22年9月期 ―
22年9月期 

（予想）
― ― 0.00 0.00

3.  平成22年9月期の連結業績予想（平成21年10月1日～平成22年9月30日） 
（％表示は通期は対前期、第2四半期連結累計期間は対前年同四半期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期 
連結累計期間

1,900 △15.4 30 △43.4 33 153.8 24 ― 2.40

通期 4,000 △5.9 85 142.9 95 ― 70 ― 7.00
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4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
（注）詳細は、4ページ【定性的情報・財務諸表等】4.その他をご覧下さい。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
1.上記業績につきましては、現時点で入手可能な情報に基づいて作成したものであり、実際の業績等は、今後さまざまな要因によって予想数値と異なる可
能性があります。 

新規 ―社 （社名 ） 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 無
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年9月期第1四半期 10,000,000株 21年9月期  10,000,000株
② 期末自己株式数 22年9月期第1四半期  37,081株 21年9月期  36,633株
③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年9月期第1四半期  9,963,068株 21年9月期第1四半期  9,964,714株
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 当第１四半期連結会計期間（平成21年10月１日～平成21年12月31日）における我が国の経済は、昨年からの世界的

金融不安の影響による景気悪化の影響もあり、消費の冷込み、株式市場の低迷、雇用情勢の悪化等は依然として改善

せず、景気の先行き不透明感は続いております。 

 製粉業界におきましては、海外穀物相場は落ち着きを見せる一方、４月に続き10月にも政府売渡麦価の値下げが実

施され、小麦粉及び同製品の価格改定が行われました。 

 このような中、当社グループは新規顧客の開拓等の営業の強化を始めとし、製品の安全性の確保とコスト削減、内

部管理体制の強化等に全社を挙げて取り組んで参りました。また、日本製粉株式会社との業務提携においても、物流

及び生産並びに製品の交流を進めて参りました。 

 この結果、当第１四半期の業績は、売上高10億３百万円（前年同期比18.9％減）、営業利益４千７百万円（前年同

期比21.5％減）、経常利益５千５百万円（前年同期比6.2％減）、第１四半期純利益３千８百万円（前年同期比3.8％

減）となりました。事業部門の状況は次のとおりであります。 

＜製粉事業＞ 

 製粉事業におきまして、主力の小麦粉は「お客様のニーズを生かした提案型営業」、「利益重視の販売」を基本と

して新規顧客の開拓を中心とした営業活動に努めましたが、小麦粉価格の引下げ、消費低迷の影響により、売上高は

１億７千４百万円減少し、６億７千１百万円（前年同期比20.6％減）となりました。副製品のふすまは、生産数量の

減少に伴い、販売数量が減りましたので、売上高は１千７百万円減少し、５千４百万円(前年同期比24.7％減）とな

りました。その他の部門におきましては、ミックス粉も主力の小麦粉と同様の経営環境にありましたので売上高は７

百万円減少し、５千２百万円（前年同期比12.9％減）となりました。麺類・穀類その他商品のうち乾麺類につきまし

ては、景気低迷の影響等により個人消費の節約志向が高まり、贈答麺の販売が振るわず、加えてその他商品の販売を

慎重に行いましたので売上高は２千９百万円減少し、２億６百万円（前年同期比12.6％減）となりました。不動産収

入につきましては、倉庫収入は預かり原料の減少、家賃収入は賃貸料の一部引下げを行いましたので売上高は３百万

円減少し７百万円(前年同期比28.5％減）となりました。 

 以上の結果、製粉事業の売上高は９億９千２百万円（前年同期比19.0％減）、営業利益は１億３百万円（前年同期

比15.2％減）となりました。 

＜不動産賃貸事業＞ 

 娯楽遊戯設備の賃貸におきましては、家賃の引下げを行いましたので、不動産事業の売上高は１千万円（前年同期

比8.3％減）、営業利益は４百万円（前年同期比11.2％減）となりました。  

  

  

 当第１四半期連結会計期間末の総資産残高は、前連結会計年度末に比べ１億３千２百万円減少し、38億３千２百万

円となりました。その主なものは、たな卸資産、受取手形及び売掛金の減少によるものであります。また負債の残高

につきましては、前連結会計年度末に比べ１億５千９百万円減少し、21億２千９百万円となりました。その主なもの

は、短期借入金及び社債の減少によるものであります。 

 純資産の残高につきましては、有価証券評価差額金が減少しましたので、前連結会計年度末に比べ２千７百万円増

加し、17億２百万円となりました。 

（キャッシュ・フローの状況）  

 当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度末に比べ７百万円減少し、４

億円となりました。各キャッシュ・フローの状況は次のとおりであります。 

 営業活動によるキャッシュ・フローは、１億１千６百万円の収入となり、前年同期に比べ３千５百万円増加しまし

た。その主な要因は、たな卸資産の減少によるものであります。 

 投資活動によるキャッシュ・フローは、６千９百万円の支出となりました。その主な要因は、有形固定資産取得に

よる支出によるものであります。 

 財務活動によるキャッシュ・フローは、主に長期借入金の返済による支出により５千５百万円の支出となりまし

た。  

  

  

 現在、穀物相場は落ち着きを見せておりますが、デフレ圧力は依然として根強く、個人消費は引き続き低迷してお

り、雇用情勢の悪化等、景気の先行きが不透明な状況にありますので、平成21年11月19日に公表いたしました第２四

半期連結累計期間及び通期の業績予想を変更しておりません。 

定性的情報・財務諸表等

１．連結経営成績に関する定性的情報

２．連結財政状態に関する定性的情報

３．連結業績予想に関する定性的情報
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 該当事項はありません。 

  

  

①当第１四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しましては、実地棚卸を省略し、前連結会計年度末の実地棚

卸高を基礎として合理的な方法により算出する方法によっております。 

②法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定しておりま

す。繰延税金資産の回収可能性の判断に関して、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発生

状況に著しい変化がないと認められる場合に、前連結会計年度決算において使用した将来の業績予測やタック

ス・プランニングを利用する方法を適用しております。  

  

  

 該当事項はありません。  

  

  

４．その他

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）

（２）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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５．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年９月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 400,783 418,014

受取手形及び売掛金 667,140 517,349

有価証券 － 20,000

商品及び製品 298,402 330,255

原材料及び貯蔵品 119,980 250,880

その他 23,007 38,115

貸倒引当金 △23,595 △20,583

流動資産合計 1,485,718 1,554,030

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 835,235 848,799

機械装置及び運搬具（純額） 628,594 644,729

その他（純額） 134,735 135,165

有形固定資産合計 1,598,565 1,628,694

無形固定資産 2,430 2,916

投資その他の資産   

投資有価証券 515,235 515,424

その他 351,649 385,640

貸倒引当金 △121,374 △122,114

投資その他の資産合計 745,510 778,950

固定資産合計 2,346,506 2,410,561

資産合計 3,832,224 3,964,592

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 85,888 90,042

短期借入金 1,070,000 1,058,000

1年内返済予定の長期借入金 205,212 228,512

1年内償還予定の社債 40,000 40,000

未払法人税等 1,319 1,491

賞与引当金 7,624 20,155

その他 96,537 185,691

流動負債合計 1,506,581 1,623,892

固定負債   

社債 120,000 120,000

長期借入金 420,136 463,988

退職給付引当金 1,799 3,578

その他 81,449 78,064

固定負債合計 623,385 665,630
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年９月30日) 

負債合計 2,129,967 2,289,523

純資産の部   

株主資本   

資本金 500,000 500,000

資本剰余金 67,876 67,876

利益剰余金 1,144,907 1,106,844

自己株式 △3,239 △3,208

株主資本合計 1,709,543 1,671,512

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △7,285 3,556

評価・換算差額等合計 △7,285 3,556

純資産合計 1,702,257 1,675,069

負債純資産合計 3,832,224 3,964,592
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（２）四半期連結損益計算書 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成20年10月１日 
 至 平成20年12月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年10月１日 
 至 平成21年12月31日) 

売上高 1,237,135 1,003,186

売上原価 1,007,291 809,308

売上総利益 229,844 193,877

販売費及び一般管理費 168,932 146,084

営業利益 60,912 47,792

営業外収益   

受取利息 447 326

受取配当金 1,187 1,180

持分法による投資利益 6,874 12,248

その他 1,471 4,512

営業外収益合計 9,980 18,268

営業外費用   

支払利息 9,997 9,615

その他 1,519 770

営業外費用合計 11,516 10,386

経常利益 59,376 55,674

特別利益   

固定資産売却益 350 －

特別利益合計 350 －

特別損失   

たな卸資産評価損 1,886 －

特別損失合計 1,886 －

税金等調整前四半期純利益 57,839 55,674

法人税、住民税及び事業税 294 1,049

法人税等調整額 17,966 16,562

法人税等合計 18,260 17,612

四半期純利益 39,579 38,062
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成20年10月１日 
 至 平成20年12月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年10月１日 
 至 平成21年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 57,839 55,674

減価償却費 27,127 30,128

貸倒引当金の増減額（△は減少） 11,482 2,272

賞与引当金の増減額（△は減少） △12,526 △12,531

前払年金費用の増減額（△は増加） 22,528 27,343

受取利息及び受取配当金 △1,634 △1,507

支払利息 9,997 9,615

持分法による投資損益（△は益） △6,874 △12,248

固定資産売却損益（△は益） △350 －

売上債権の増減額（△は増加） △235,416 △146,133

たな卸資産の増減額（△は増加） 174,269 162,752

仕入債務の増減額（△は減少） △4,397 △4,154

その他 48,522 14,069

小計 90,567 125,281

利息及び配当金の受取額 1,281 1,501

利息の支払額 △9,624 △8,742

法人税等の支払額 △970 △1,070

営業活動によるキャッシュ・フロー 81,254 116,969

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の払戻による収入 － 10,000

定期預金の預入による支出 △10,150 －

有形固定資産の取得による支出 △9,166 △100,274

投資有価証券の取得による支出 △470 △482

投資有価証券の償還による収入 － 20,000

その他 1,121 1,740

投資活動によるキャッシュ・フロー △18,665 △69,017

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △22,000 12,000

長期借入金の返済による支出 △55,052 △67,152

自己株式の取得による支出 △51 △31

自己株式の処分による収入 46 －

財務活動によるキャッシュ・フロー △77,056 △55,183

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △14,467 △7,230

現金及び現金同等物の期首残高 239,416 408,014

現金及び現金同等物の四半期末残高 224,948 400,783
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 該当事項はありません。 

  

前第１四半期連結累計期間（自平成20年10月１日 至平成20年12月31日） 

  

当第１四半期連結累計期間（自平成21年10月１日 至平成21年12月31日） 

（注）１．事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。 

２．各事業の主な製品及び内容 

(1）製粉事業 …………… 小麦粉、ふすま、ミックス粉、麺類等 

(2）不動産賃貸事業 …… 娯楽遊戯施設の賃貸 

３．営業費用のうち、消去又は全社の項目に含めた配賦不能営業費用は、親会社本社の総務部門等管理部門にかか

る費用であります。 

     前第１四半期連結累計期間  66,769千円 

     当第１四半期連結累計期間  60,719千円 

  

  

 本国以外の国又は地域に所在する支店及び連結子会社が無いため記載しておりません。  

  

   

 海外売上高が無いため記載しておりません。  

  

   

 該当事項はありません。 

   

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

〔事業の種類別セグメント情報〕

  
製粉事業 
（千円） 

不動産   
賃貸事業 
（千円） 

計 
（千円） 

消去又は全社 
（千円） 

連結 
（千円） 

Ⅰ 売上高及び営業損益           

売上高           

(1)外部顧客に対する売上高  1,225,707  11,428  1,237,135  －  1,237,135

(2)セグメント間の内部売上高又

は振替高 
 －  －  －  －  －

計  1,225,707  11,428  1,237,135  －  1,237,135

営業費用  1,103,331  6,056  1,109,387  66,835  1,176,223

営業利益又は営業損失（△）  122,376  5,372  127,748  △66,385  60,912

  
製粉事業 
（千円） 

不動産   
賃貸事業 
（千円） 

計 
（千円） 

消去又は全社 
（千円） 

連結 
（千円） 

Ⅰ 売上高及び営業損益           

売上高           

(1)外部顧客に対する売上高  992,709  10,476  1,003,186  －  1,003,186

(2)セグメント間の内部売上高又

は振替高 
 －  －  －  －  －

計  992,709  10,476  1,003,186  －  1,003,186

営業費用  888,964  5,706  894,670  60,722  955,393

営業利益又は営業損失（△）  103,745  4,769  108,515  △60,722  47,792

〔所在地別セグメント情報〕

〔海外売上高〕

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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